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神奈川県綾瀬市寺尾代官遺跡の槍先形尖頭器
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はじめに
　1969年2月、明治大学考古学研究室は、神奈川県高座郡綾瀬町（当時）において、上土棚遺跡の
発掘調査を行なっていた。このおり、調査現場を訪ねてみえた同町寺尾在住の加藤良興氏は、寺尾
地区の区画整理事業地内で採集されたという基部を欠失する1点の槍先形尖頭器を示された。調査
団は、早速同氏の御案内で槍先形尖頭器の採集地を訪れ遺跡の状態を確認することとした。’
　現地は既にかなり広く立川ローム層の上部まで削平されているとはいうものの、包含層が全く失
われているとは考えられないこと、周辺への石器群の広がりも予想されることなどから、上土棚遺
跡の発掘調査の終了後に試堀調査を行なうことを決定した。
　明治大学考古学研究室は、前年に月見野遺跡群を発掘調査し、先土器時代の多層位遺跡の発掘に
成功していたが，これによって得られた知見をより確かなものとするために、さらに相模野におけ
る各時期の石器群の具体的な様相を追求しようとしていたからであり、また、丘陵部において比較
的大形の槍先形尖頭器が単独に、あるいはきわめて小規模な遺跡をなして出土する事例についての
関心をかねてから抱いていたこともあったからである。
遺跡の位置と地形
　代官遺跡は、神奈川県綾瀬市寺尾字代官に所在する（図1）。
　遺跡の標高は海抜57m前後、比留川の現河床面との比高は約8．5mを計る。地形的には、座間丘
陵上に位置する遺跡である。座間丘陵は相模川にそって南北に長くのびる丘陵で、その形成期は多
摩丘陵と同期である。解折の進んでいる座間丘陵も、遺跡付近ではやや広い丘陵頂部をもっている。
代官遺跡は、相模原段丘との段丘崖にそって流れる比留川の支谷によって解折されて、沖積低地に
南面する形を成している大きな舌状の丘陵性の台地の先端部、丘陵先端のゆるい斜面上に位置する
が、東側は急な段丘崖に画され、また西側には解折谷が入っている。この台地の東西の幅は約150m
ほどである。
　この付近は先土器時代の遺跡も多く、段丘崖下の比留川に面した低位段丘に細石器を出土した報
恩寺遺跡（鈴木・矢島　1979）があり、対岸には先土器時代から土器始源期にかけての遺跡である
寺尾遺跡（白石・鈴木　1980）がある（図1）。
　調査は、加藤氏によって槍先形尖頭器が採集された地点を．中心に、計40平方メートルを発掘した。
発掘区は丘陵頂部から緩く南にむかって傾斜している斜面を中心に、解折谷にむかって傾斜を強め
る部分にわたって設けた。この結果、加藤氏によって採集された槍先形尖頭器に接合する基部と剥
片73点が、径約2mの範囲から比較的まとまって出土した。その出土層準は、立川ローム層上面か
ら約35cmのL－1－Hの上部であった。これによって、石器群の層位的な位置は明確に把握すること
ができたが、一方、遺跡の広がりについては、周辺の調査も進めたが、一部では包含層が既に失わ
れている部分もあって、明確にはできなかった。しかし、発掘区内にはこれ以上の石器群の広がり
は検出されなかったし、周辺の削平面での採集遺物もないことから、この1ブロックだけの極めて
小規模な遺跡である可能性が高いと思われる。
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遺跡の位置，地形と周辺の先土器時代跡（25000分の1，座間））
槍先形尖頭器とその製作
　代官遺跡の槍先形尖頭器（図2－1）は、硅岩製で、長さ11．6cm、最大幅5．1cm、厚さ2．2cmを計
る。加藤氏によって採集された器体先端部と、発掘調査によって得られた基部とが接合したもので、
これはその製作途上で、器体のほぼ中央部で破断してしまったことによって、そのまま捨てられた
ものと見ることができる。発掘によって得られた剥片73点のうち、この槍先形尖頭器と同一の原石
から剥離されたと見られる剥片（図2－2～16）は64点である。
　これらの剥片は、すべてがこの槍先形尖頭器の製作の過程で生産されたものと見られるが、この
槍先形尖頭器製作のための剥片の全てが発掘調査によって検出されているとはいえない。槍先形尖
頭器に直接接合する剥片は見出すことができなかったし、槍先形尖頭器の器体の調整加工の進み具
合からみても、もっと多量の剥片が実際には剥離されていたと考えられる。それらは、工事に伴う
削平によって既に失われてしまったと思われるが、出土した剥片のうち9点はそれぞれ異なる4点
の原石に由来することも明らかなところで、このブロックのほかに、付近に別のブロックが全く存
在しなかったとは断言できない。
　この槍先形尖頭器の製作の工程をその剥離面相後の切りあい関係から復原すると、次のようなも
のであろう。
　1、素材は明確ではないが、a面の器体中央左や、　b面右側緑の一部に残る剥離面の様子からみ
　　ると、分厚い板状の横長の剥片と思われる。
　2、器体中央部を中心に、断面が菱形になるように調整加工が加えられ、大まかな槍先形尖頭器
　　の形が作り出される。この段階の剥片が、図2－2～8のような原石の礫面を残すものや，打
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　　　　　　　　図2　代官遺跡出土の槍先形尖頭器とその調整剥片
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　　面部の比較的厚いものであろう。a、b両面ともに、左側縁からの調整加工が先行し、ついで、
　　右側縁からの調整加工が加えられている。これは、器体中央部の成形と先端部と基部の大まか
　　な成形である。
　3、ついで、先端部の整形のための細部調整が加えられている。これはa、b面ともに先端部左
　　側縁からのものだけである。これにつづいて器体中央部の整形加工にはいったものと思われる
　　が、その加撃によって、中央部での破断を引き起こしてしまったものである。とのため、基部
　　の細部調整による整形は認められない。この段階の剥片は図2－12－－16のような、先行する器
　　体成形の剥離痕をもち、薄手で反りのある剥片が相当するであろう。　　　　　　　　　1
　4、中央部で折れてしまったことから、基部はそのまま捨てられているが、先端部破片は、破断
　　面よりの調整加工がみられる。おそらく、先端部を生かして再度、槍先形尖頭器として加工し
　　直そうとしたものとみられるが、これも途中で放棄されているものと思われる。
まとめにかえて
　この代官遺跡の調査によって、相模野での尖頭器文化期の遺跡のあり方に一つの事例を追加する
ことができた。すなわち、この時期の遺跡は、それまでのナイフ形石器を組成の中心とする時期の
遺跡が、おしなべて、平坦な奥行きの深い台地（河岸段丘）の縁辺に立地するものであったのに対
して、この時期には丘陵上にも遺跡の立地が拡大することを伺わせるものであった。こうした事例
は、隣接する多摩丘陵において顕著で、尖頭器文化期以前の遺跡は、数も少なく、丘陵内の小河川
流域に点在する段丘縁辺に、主として立地するのに対して、この時期の遺跡では、それに加えて、
丘陵上にも遺跡が広がっているのである。
　丘陵上における、槍先形尖頭器を出土する比較的小規模な遺跡がかねてより注意されてきていた
が、代官遺跡もそうした一例として加えることができる。こうした遺跡が、どのような性格のもの
であるのかについては、にわかに断定することはできないが、月見野遺跡群のこの時期の遺跡とは
恐らく機能的に異なるものであり、一方が拠点的』、やや長期にわたり、しかも回帰的に利用される
空間としてあったのにたいして、短期的、一回性の空間として利用されたものということができよ
う。尖頭器文化期にこの種の遺跡が比較的多く注意されることは，当時の移動のパターンがそれ以
前とは変化していることを示すものではなかろうか。
　また、この遺跡で明らかにすることができた槍先形尖頭器の製作の技術的なあり方は、月見野第
皿A遺跡の資料（礫を板状に輪切りにし、その剥片を素材として、断面菱形になるように調整加工
を進めることによって槍先形尖頭器を製作する）とともに、相模野第V期の中～大形両面調整木葉
形の槍先形尖頭器の製作技術の典型的な姿を示すものといえる。
おわりに
　代官遺跡の調査にあたっては、その発見者である加藤良興氏とそのご家族には大変にお世話に
なった。年度末でもあり、非常に限られた調査予算しか捻出できなかった調査団にとって、氏がご
住職を務めておられる報恩寺にお泊めいただき、食事のお世話まで甘えさせていただいたことは、
御礼の申し上げようもない。その上、氏の採集された槍先形尖頭器も明治大学考古学博物館に御寄
贈いただいた。記して深甚の謝意を表したい。
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